
はじめに

2022年に『 2 級キャリアコンサルティング技能士実技試験（論述・面

接）にサクッと合格する本』を刊行し、多くの読者のみなさまから反椰

をいただきました。その後、「学科試験についても知りたい」、「国家資

格キャリアコンサルタントとの違いを整理したい」といったお声を数多

＜頂戴し、本書『 2 級キャリアコンサルティング技能士学科試験にサ

クッと合格する本」をお届けしてまいりました。

そしてこのたび、最新の出題傾向や制度改正、統計データのアップ

デートを反映した改訂版を刊行する運びとなりました。

近年、 2 級キャリアコンサルティング技能検定の受験者数は増加傾向

にあります。背娯には、国家資格キャリアコンサルタント取得後のス

テップアップとして、“上位級＂として位置づけられ、より高度な専門

性と実践力が求められる 2 級を目指す方が増えていることがあります。

一方で、 2 級学科試験は独学で挑戦される方がほとんどです。「国家

資格と出題範囲は同じなのか」、「どちらが難しいのか」、「どこまで理解

していればよいのか」一~した疑問や不安を抱えたまま、学習を進

めている方も少なくありません。

本書では、過去問題の分析、合格率の推移、出題傾向の整理に加え、

キャリアコンサルティング技能士 l 級の講師陣の知見も踏まえ、効率的

かつ戦略的に学習を進めるためのポイントをまとめました。まずは【 2

級学科試験学習チャート】 (32ページ）で現在の理解度を確認し、ご自

身に合った学習ステップを選択してください。

2 級学科試験は、正しく分析し、要点を押さえれば決して越えられな

い壁ではありません。本書が、これから 2 級を目指すみなさまの確かな

羅針盤となれば幸いです。

一緒に次のステージを目指していきましょう。

令和 8 年 4 月

キャリコンシーオー 津田裕子
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2 級キャリアコンサルティング

技能検定とは



O 2 級キャリアコンサルティンク｀
技能検定の概要

(1) キャリアコンサルティング技能検定とは

キャリアコンサルティング技能検定とは、技能検定職種の一つとして

2008年に追加された試験で、キャリアコンサルティングの知識と技能を

評価する国家検定です。この試験は、学科試験と実技（論述および面

接）試験で行われ、両方の試験に合格すると試験等級に応じた「キャリ

アコンサルティング技能士」の称号が付与されます。試験等級には 1 級

と 2 級があります。

(2) 「2 級キャリアコンサルティング技能士」に求められ
るレベル

2 級キャリアコンサルティング技能J_·として求められているのは、

「個人の相談に対して相談者との関係構笠のもとに 1問題・課題などを見

立てることができ、 1 対 l の相談支援が的確にできるレベル」です。

現在、キャリアコンサルタントの負沫各は 3 つあります。国家資格キャ

リアコンサルタント、 2 級キャリアコンサルティング技能士、 1 級キャ

リアコンサルティング技能士です（本書では、以下それぞれ、「国家汽

格」「 2 級技能士」「 1 級技能士」ともいう）。

一般的に国家資格は「標準レベル」、 2 級が「熟練レベル」、 1 級が

「指禅レベル」と言われています。では、この「熟練レベル」とはどの

程度なのでしょうか。

特定非営利活動法人キャリアコンサルティング協議会（以下、「協議
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第 1 章 2級キャリアコンサルティング技能検定とは

会」ともいう。 https://www.career-kentei.org)のウェブサイトでは、

「 2 級キャリアコンサルティング技能士」に求められるレベルとして、

「個人の相談に対して相談者との関係構築のもとに問題・課題などを見

立てることができ、 1 対 l の相談支援が的確にできるレベルです。」と

の記載があります。

次の図は、国家汽格、 2 級技能士、 1 級技能士それぞれについて求め

られるレベルを整理したものです。各賓格と比較する中で、熟練レベル

である 2 級技能士のレベル感をつかんでいただければと思います。

［キャリアコンサルタント関連資格のレベル）

三：言三言
豊富な実践経験を有し、在職者・求職者

2級キャリアコンサル 1 のみならず、学生•生徒も含めた幅広い
クライエントに対して「厚みと広がり」

ティング技能士

（熟練レベル）
を持った支援が可能なレベル

能
力
水
準

国家資格キャリア

コンサルタント

（標準レベル・

非熟練レベル）

典型的な場面・クライエントに係るキャ

リアコンサルティング（職業選択、職業

選択設計、職業能力開発に関する相談、

助言、指導）を、クライエントの安心感

を持って実施する、知識、技能、倫理等

の基盤を有するレベル

(lWI：．労働省「キャリアコンサルタントの能力淡件の見直し節に関する報p;•,1::」

(https:/ /www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000199219.html) をもとに署名作成）
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(3) 受検資格

2 級キャリアコンサルティング技能士は熟練レベルとされており、受

検のためには一定の経験や資格、条件が必要となります。 2 級キャリア

コンサルティング技能士の受検資格は以下の通りです。一読すると、国

家資格キャリアコンサルタントの受検資格よりも、より長期の実務経験

や専門性が必要とされていることがわかると思います。なお、受検資格

の詳細は、必ず協議会のサイトで最新のものをご確認ください。

【 2級キャリアコンサルティング技能検定受検資格】

① 5年以上の実務経験を有する者

② 4年以上の実務経験を有する者で、大学（※ 1) において検定職種

に関する科目（※ 2) について20単位以上修得し、卒業したもの

③ 4年以上の実務経験を有する者で、キャリアコンサルタント試験
(※ 3) の受検要件を満たすものとして厚生労働大臣が認定する講習

を修了したもの又はこれと同等以上の講習を修了したもの

④ 3年以上の実務経験を有する者で、大学院（※ 4) において検定職

種に関する科目（※ 2) について 8単位以上修得し、修了したもの

⑥ 3 年以上の実務経験を有する者で、キャリアコンサルタント試験

(※ 3) に合格したもの又はキャリアコンサルタントであるもの(※ 5)
※ l 大学には、課程が学校教育法による大学の学士課程と同等の教脊水準で

あると独立行政法人大学改革支援・学位授与機構によって認定された大学

及び学校教育法による大学と同等以上と認められる外国の学校を含む。

14 

※ 2 検定職種に関する科 H とは、研究科や専攻の名称にとらわれず、心理

学・教育学・社会学・経営学・社会福祉学・看護学•その他の人間科学及

び人事・労務管理関述科H のうち、協議会が認めたものに限る

※ 3 キャリアコンサルタント試験とは、職業能力開発促進法（昭和44年法律

第64号）第30条の 4 に規定するキャリアコンサルタント試験をいう。

※ 4 大学院には、学校教育法による大学院の他、課程が学校教育法による大

学院とfnJ等の教脊水準であると独立行政法人大学改革支援・学位授与機構

が認定した大学院及び学校教育法による大学院と同等以上と認められる外

国の学校を含む。

※ 5 キャリアコンサルタントであるものとは、職業能力開発促進法第30条の

3 に規定するキャリアコンサルタントであるものをいう。

（川典：受検概要（協議会） https://www.career-kentei.org/ a bou ti) 
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(4) 技能検定の内容

では次に、実際にこの試験がどのような試験なのかを確認していきま

しょう。 2 級キャリアコンサルティング技能検定の内容をまとめると以

下の通りです。

試験 試験内容 出題形式 試験時間 合格基準

四肢択ーのマークシート
100点満点

学科試験 筆記試験 方式による解答 100分
で70点以上

(50問）

記述式による解答
60分

100点満点
論述試験

(1 ケース） で60点以上

①ロールプレイ

（受検者がキャリアコ

ンサルタント役とな
30分

り、相談を行う。ケー
・ロールプ 100点満点

実技試験 ス内容および試験実施
レイ で60点以上

面接試験 の概要については、受
(20分） ※ 

検票に記載）
・ロ頭試問

②口頭試問
(7 分）

（自らの相談について

試験官からの質問に答

える）

※評価区分ごとに況．liの60％以上の得点（所災．＇i.）が必要。

（出典：受検概要（協議会） h ttps://www.career-kentei.org/about/) 

① 技能検定は、学科試験と実技試験があります。尖技試験は、論述試験と l而接試

験です。

② 技能検定合格のためには、学科試験、尖技試験双方に合格する必要があります。

③ 学科試験と実技試験は別々に受検することがII［能です。どちらか一つに合格し

た揚合、合格した試験が一定期間（合格した試験尖施［I の翌々年1文末まで）に限

り免除されます。期間内に他）iの試験に合格すれば、技能 I：の称りが付与されま

す。

④ 実技試験（論述試験と而接試験）は別々にば受検できません。

⑤ 学科試験と論述試験は同日（午 liij ：学科試験、＇「後：論述試験）に行われます。
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⑥ 面接試験は、学科・論述試験の翌月に実施されます。

⑦ 2 級技能検定は 1 年度内に 2 回（前期試験：論述 6 月・面接 7 月頃、後期試

験：論述12月・面接 1 月頃）実施されます。検定スケジュールと検定の開佃地情

報など詳細は、協議会のホームページに掲載されます (https://www.career­

kentei.org/ about/ schedule/) 

(5) 学科試験の概要

それでは、学科試験はどのような試験なのでしょうか。

学科試験は年に 2 回、 6 月（前期）と 12月（後期）に行われます。論

述試験と同日に行われ、午前中に学科試験、午後に論述試験が行われま

す。学科試験と実技試験は別々に受検することが可能なので、学科試験

だけ受検する場合は、学科試験が終われば帰れます。実技（論述）試験

も受検する場合は、学科試験が終わるとお昼休憩をはさんで、午後の実

技（論述）試験に臨むことになります。

試験時間は100分。出題形式は、四肢択ー式（マークシート方式）で、

問題数は50問です（具体的な出題内容などは、第 3 章で解説していま

す）。

試験中は、受検票、腕時計（腕時計型ウェアラプル端末の使用は不

可、音を発するものも不可）、筆記具（黒の鉛箪またはシャープペンシ

ル、消しゴム）以外のものは机の上には置けません。その他、当日の試

験係員からの指示、問題用紙に書かれている注意事項はしっかりと確認

をしておきましょう。そのつもりはなくても不正行為とみなされてしま

う可能性もありますので、要注意です。

なお、試験後、解答用紙は回収されますが、問題用紙は持ち帰り可能

です。自身の解答を書き残しておくなどして、振り返りに役立てましょ

う。そして、試験日の翌日（たいてい午前10時頃）には、技能検定のサ

イトに問題と解答がアップされます。
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(6) 技能検定の合格率

実際に受験するとなると気になるのが合格率です。直近 3 回の合格率

はキャリアコンサルティング技能検定のサイトの中にある「合格発表」

のページで確認することができます。

過去からの傾向として学科試験の合格率は概ね50%~70％の範囲で推

移しており、 80％を超えることもありました（第22回は81.7％でした）。

一見すると（そして、実技試験と比べると）合格率は高く、難易度は

高くないように見えます。実際に、実技試験の合格率が20％程度という

ことを考えると少し余裕があるように感じるかもしれません。ただし、

学科試験の合格率は変動が激しいことに注意が必要です。 10％近く合格

率が上下することも珍しくありません。この状況を踏まえて、しっかり

と準備をして臨む必要がありそうです。

(7) キャリアコンサルティング技能検定の歩み

本章の最後に、キャリアコンサルティング技能検定の歩みについて見

ておきましょう。直接試験で問われることはないかもしれませんが、こ

の技能検定が誕生した背景と、どのような歩みをたどってきたかを知っ

ておくことで、今、そして、これからのキャリアコンサルティング技能

士に何が求められているか、より深く知る一助になるかと思います。

経済・社会環境が急激に変化し、予測のつかない不透明な時代の始ま

りに伴い、我が国では、個人の自律的なキャリア形成を支援する労働市

場のインフラ整備の一つとして、キャリアコンサルティング施策が打ち

出されました。

以来、我が国の雇用対策の重要な柱としてキャリアコンサルティング

が位置付けられ、 2008年（平成20年）より、これを担うキャリアコンサ

ルタントの技能水準を国家基準により公証する「キャリアコンサルティ

ング技能検定」がスタートしました。

以下は、キャリアコンサルティングおよびキャリアコンサルティング
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技能検定の歩みを時系列でまとめたものです。

【キャリアコンサルティング技能検定の歩み】

| 2001年（平成13年） 1 
「第 7次職業能力開発基本計画」策定

労働市場を有効に機能させるためのインフラストラクチャーの柱の一つ

である「キャリア形成の促進のための支援システムの整備」の中で、

キャリアコンサルティングの必要性が示されました。

| 2007年（平成19年） 1 
「キャリア・コンサルタント制度のあり方に関する検討会」報告書発表

厚生労働省より、キャリアコンサルタントを質量両面で充実を図る対策

のあり方についての検討結果報告書が発表されました。

| 2008年（平成20年） 1 
キャリア・コンサルティング技能検定 (2級）開始

| 2009年（平成21年） 1 
「キャリア・コンサルティング研究会報告書」発表

中央職業能力開発協会（厚生労働省委託）より、「指導レベル」のキャ

リアコンサルタントに求められる能力要件・評価の枠組み等についての

報告書が発表されました。

| 2011年（平成23年） 1 

キャリア・コンサルティング技能検定 (1 級）開始

| 2014年（平成26年） 1 

技能検定試験の試験範囲の見直し・拡充

平成23年の標準レベルキャリア・コンサルタント能力評価試験要件変

更を受け、「学校教育制度やキャリア教育についての理解」、「ジョブ・

カードを活用したキャリア・コンサルティング」等が追加されました。

| 2016年（平成28年） 1 

キャリアコンサルタント国家資格化
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| 2020年（令和 2 年） 1 
技能検定試験の試験範囲の見直し・拡充

平成30年の国家資格キャリアコンサルタントの能力要件変更に伴い、

「企業におけるキャリア支援」、「リカレント教育」、「職業人生の長期化、

仕事と治療、子育て・介護と仕事の両立等の課題に対する支援」などが

追加となりました。

（参考文献等）

「第 7 次職業能力開発基本計画」、厚生労働省 (2001)

労働政策研究・研修機構（編）『新時代のキャリアコンサルティング」、労働政策

研究・研修機構

木村周『キャリアコンサルティング理論と実際 6 訂版」、扉用問題研究会

協議会のサイト https://www.career-kentei.org/ 

※なお、現在は「キャリアコンサルティング」、「キャリアコンサルタント」と表

記することになっていますが、各文献の発表当時の表記のまま掲載しています。
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〔著者略歴〕

つt：：ひろこ

津由裕子
キャリコンシーオー 主宰／株式会社リバース 取締役

大阪府出身。大学卒業後は一般企業にて一般事務や経理、総務、人事を

経て、採用担当として面接官を経験。その後、職業訓練校での講師経験

を機に2014年からキャリアコンサルティング分野への造詣を深める。

2016年にはキャリアコンサルティング技能士 2 級に合格。同年から国家

資格化されたキャリアコンサルタントとして登録した。

現在はキャリアコンサルタント事業を展開する「キャリコンシーオー」

にて合格講座を運営。学生への就職サポート、企業内や企業外のキャリ

アコンサルティングなども行い、これまでに 1 万件を超える相談実績が

ある。また、厚生労働大臣指定のキャリアコンサルタント養成講習、更

新講習も開講、運営している。

• 2 級キャリアコンサルティング技能士（国家資格）

•国家資格キャリアコンサルタント

•中学校教諭第一種免許社会科

・高等学校教諭第一種免許地理歴史科

．裔等学校教諭第一種免許公民科

• GCS プロフェッショナル認定コーチ

• NPO 法人国際メンターシップ協会認定アソシェートメンター

• JNEC ネイリスト技能検定 l 級

• JNA ジェルネイル技能検定上級
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〔執筆協力）

お＜ t：ひろこ

奥由裕子
人事・組織開発のコンサルタントとして数多くの企業の従業員の方たち

とかかわる中で、個々人へのキャリア形成支援の必要性を強く実感し、

キャリアコンサルティングの世界に関心を寄せるようになる。その後、

主に公共の就労支援機関や需給調整機関、職業訓練学校でのキャリアコ

ンサルティングやセミナー講師業務などに従事するとともに、一般のビ

ジネスパーソンに向けたキャリアコンサルティングやコーチングを行

う。また、近年ではキャリアコンサルタントの有資格者や資格取得を目

指す方たちへのスキルアップや資格取得の支援にも積極的に取り組んで

いる。

• 1 級キャリアコンサルティング技能士（国家資格）

• 2 級キャリアコンサルティング技能士（国家資格）

•国家資格キャリアコンサルタント
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